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中核的価値観のもと、時流対応の時
　　～奉仕の心の醸成と実践するロータリアン～
ロータリーの価値を改めて考え、そして楽しもう

◆点鐘：東海林健登 会長 ◆ロータリーソング：四つのテスト
◆司会：浦山　　潔 S.A.A. ◆会場：山形グランドホテル

Yamagata West Rotary 第2917回例会 令和３年７月26日（月）

　社会福祉活動の1つとして、山形地
方裁判所・家庭裁判所・簡易裁判所
の民事調停委員・家事調停委員をさ
せていただいております。本日は調
停委員を委嘱されて以来、感じる事
柄の1つをお話したいと思います。
　仕事柄、遺産分割事件に関する調
停委員をすることが多いのですが、

よく、遺言または信託契約などをしておけばこんな争族状態
にはならなかったと思うようなことが多々あります。このよ
うなことは決して珍しいことではないと思います。
　遺言の種類としては、主に公正証書遺言と自筆証書遺言の
2つあります。公正証書遺言は原則、公証人役場にて公証人
に口述し作成される遺言であります。自筆証書遺言は、財産
目録以外、遺言書がその全文・日付・および氏名を自署し、
これに印を押し作成される遺言であります。では何が違うの
か。公正証書遺言は検認の必要がなく、内容も専門家の記述
であるということです。検認とは、被相続人死亡時の住所地
を管轄する家庭裁判所において、遺言書について変造などを
防ぐためにその存在と形式を調査・確認するため、相続人を
集め行われるものです。このたび、令和２年7月10日から、
全国の法務局において「自筆証書遺言保管制度」が実施され
ております。この制度は、遺言書を作成した本人の死亡後に、
本人が記載した保管申請書の死亡時の通知の対象者欄に、通
知対象者が記載されることによって、その指定された者に
対し法務局の遺言書保管官から遺言書を保管している旨の通
知がなされます。それによって遺言書が相続人に発見されな
かったり、一部の相続人に改ざんされるなどの問題点が解消
されるわけであります一番の利点は、検認手続きが不要にな
るということであります。また、法務局の遺言書保管官によっ
て、民法に規定する自筆証書遺言の方式について外形的な確
認を即おこない、遺言書の形式が整っていることが確認され
ます。しかし、遺言内容に助言等がなされない、とのことで
す。この点が公正証書との相違点であります。
　幸い、遺言内容について皆さまにおかれましては、周りに
たくさんのロータリアンの弁護士さんがいらっしゃいますの
で、その辺のところお聞きいただいてご確認いただければ何
の問題もないと思います。
　この機会に私も法務局に出向いて、いろいろ尋ねてみまし
た。現在、自筆証書遺言保管制度はなかなか市民の方々に浸
透していないようです。皆さまから制度の広報をしていただ
くこと、そして遺言することの重要性について周りのお知り
合いにお話しいただくことをお願いして、挨拶とさせていた
だきます。

会長あいさつ 幹事報告

新入会員紹介

東海林　健登  会長 武田　岳彦  幹事

後藤　吉伸  さん／山形建設

●理事、役員、委員長の皆さんにご案内が届いているかと思
いますけれども、次回例会の15分前に集合写真を撮影い
たしますので、ご多用のところ恐縮ですが12時15分集合
ということでよろしくお願いをいたします。

●金沢西ロータリークラブさんから、かわいい最中が届いてお
ります。さくらんぼのお礼ということで頂戴いたしました。
食べるかお持ち帰りいただくようにお願いをいたします。

●地区の名簿、校正が来ております。後ほどテーブルごと回
覧いたしますのでご自分のところを確認いただいて、訂正
があればご記入をお願いいたします。

●西ロータリー事務局の携帯電話を準備をいたしました。話し
中が多かったり、いろいろご不便をおかけしていたという
ことで、携帯電話を準備いたしました。番号が入ったもの
を後日皆さんにFAXいたしますので、ご用がある方は、携
帯のほうにおかけをいただければスムーズかなと思います。

●本日、新入会員として後藤吉伸さんをお迎えすることがで
きました。どうぞよろしくお願いいたします。

　山形建設の後藤吉伸と申します。歴史
と伝統のある山形西ロータリークラブの
入会にご承認をいただきまして、誠にあ
りがとうございます。この会のお役に立

てますように精一杯頑張ってまいりますので、どうぞご指導
のほどよろしくお願いいたします。

東海林健登会長／職業奉仕常任委員会、奉仕プロジェクト常
任委員会、ロータリー財団・米山奨学会常任委員会の皆さ
ま、そして結城ガバナー補佐、1年間よろしくお願いいたし
ます。

及川善大さん／初めての家族旅行
この連休中、子どもが生まれて初めて家族旅行であつみ温泉
に行ってまいりました。感染対策もしっかりされており、安
心して楽しめました。感染対策をしっかり行えば経済回せ
る、ということを実感できたのでニコニコします。

〈７月26日〉

ニコニコＢＯＸ



　本年度、職業奉仕常任委員会委員
長を仰せつかってございます橋本で
ございます。理事というお役目でご
ざいまして、いささか心苦しく思っておるところではご
ざいますが、何とぞ1年間、よろしくお願い申し上げま
す。
　当委員会といたしましては、職業奉仕委員会、職業
交流委員会、共に活動すべき案件というのが決まって
ございます。まだまだコロナ禍の影響下での活動制限
ということも考えられる状況ではございますが、東海
林会長のご意向とご方針に沿った形で進めてまいりた
いと存じております。ひとつよろしくお願いを申し上
げます。
　それぞれの委員会の方針説明に関しましては、詳細
を後ほどお願いを申し上げることといたしまして、会
員の皆さまにおかれましては、当委員会に対しまして
ご理解とご支援、ご協力を賜りますよう、何とぞよろ
しくお願いを申し上げます。どうぞ1年間、温かい目で
見守っていただきながら、ぜひご指導ご鞭撻をいただ
きながらよろしくお願い申し上げます。

　職業奉仕委員会の方針を説明させ
ていただきます。委員長は武田良和
さん。副委員長は私西谷真一、委員として佐藤充昭さ
ん、鏡武利さん、鈴木謙司さん、岡崎重知さん。以上
のメンバーで１年間頑張らせていただきます。
　方針といたしまして、ロータリー活動の基軸となる
職業奉仕について、会員の皆さまと共に実践していく
事業を進めてまいります。
１．ニューノーマルな社会に向け、組織改革や新規事

業推進などに取り組んでいる職場を訪問し、先進
的事例を共有できる機会として職場訪問例会を開
催いたします。具体的な訪問先としましては、今
後検討して、事前に皆さまにお知らせすることと
いたしますので、本日の時点ではまだ確定してお
りません。

２．球風会や西風会、写楽クラブ、茶道同好会などの職
業交流の場をサポートいたします。これは職業交流
委員会のほうと多少ダブってきているかとは思いま
すが、お互い分担をして滞りなく進めたいと思いま
すので、ひとつよろしくお願いいたします。

　職業交流委員会委員長を仰せつか
りました渡辺隆博です。どうぞよろ
しくお願いいたします。副委員長は
高嶋俊幸さん、委員は浦口太門さん、髙橋勝治さん、庄
司時雄さん、曽根賢治さん、角田浩二郎さんということ
で、重鎮の方々が揃い踏みしておりますので、いろいろ
ご意見を頂戴しながら進めてまいりたいと思います。
　計画内容としましては、会員相互の交流を深めていく
ために、球風会、西風会の運営を企画いたしております。
　西風会と写楽クラブ、茶道同好会のほうは、いろいろ
連携しながらサポートしてまいりたいと思います。よろ
しくお願いします。
　今回、球風会のほうが９月12日に蔵王カントリーク
ラブで開催予定となっております。こちらは例年ですと
山形ゴルフ倶楽部で開催する予定でしたが、７ロータ
リー親善ゴルフコンペが蔵王カントリークラブでござい
ますので、その練習会ということで蔵王のほうに変更し
ております。皆さまからぜひ多大な参加をお願いしたい
と思います。昨年は遠藤靖彦さんが優勝ということで、
７ロータリーで優勝されました。団体戦では非常に残念
ですが山形北ロータリーさんに一歩及ばず準優勝という
形になりましたので、今年は優勝を狙いたいなというふ
うに思いますので、皆さま方の参加をよろしくお願いし
たいと思います。
　来年の５月に球風会は山形ゴルフのほうで開催予定と
なっておりますので、こちらのほうも皆さま方の参加を
お願したいと思います。
　今年１年、どうかよろしくお願いいたします。

委員会活動方針説明

橋本　徳光
（職業奉仕常任委員会）

西谷　真一
（職業奉仕委員会）

渡辺　隆博
（職業交流委員会）

　奉仕プロジェクトの常任委員長を
仰せつかりました武田秀和と申しま
す。若輩者でなにぶん分からないこ
とも多いと思いますが、ご指導・ご鞭撻のほどよろしく
お願いいたします。
　当常任委員会は、社会奉仕委員会、ニコニコボックス
委員会、青少年委員会の３つの委員会から構成されてお
ります。東海林会長の思いのある社会の役に立つ社会奉
仕事業の検討と実行を行なってまいります。
　それぞれ3つの委員会、実行力のある委員長のもと行
なっていきますが、社会奉仕委員会佐藤委員長のもとで
は、離婚や別居で離れて暮らす子と親の面会交流を支援
する第３者機関である、「面会交流支援センターやまが
た」愛称、虹の会の支援や、地域社会のニーズを汲み

武田　秀和
（奉仕プロジェクト常任委員長）



　社会奉仕委員会委員長を仰せつか
りました佐藤です。精一杯がんばっ
ていきたいと思います。併せて副委
員長、委員の皆ともにお願いいたします。
　武田理事からもありましたように、「面会交流支援セ
ンターやまがた」愛称、虹の会を支援をするということ
で、この虹の会が、離婚や別居で離れて暮らす子と親の
面会交流を支援する団体さんということで、まずはこ
の虹の会を西ロータリークラブの会員にも知ってもらう
ということかと思い、９月13日にこの虹の会の副理事
長、佐藤副理事長さんから卓話をいただいて、会の概
要、立ち上げ理由、実情等を話していただこうというよ
うな計画になっております。
　支援につきましては、先日当委員会の細谷会員と虹の
会のに出向いて話を聞いてきました。会自体が昨年の９
月に東北では岩手県に次いで２カ所目の立ち上げという
ことで、庁舎事務所を構えたのが今年の４月になってか
ら、山形県の小白川庁舎内、山形県の支援をいただいて
事務所を構えたというようなことでした。
　居を構えたばかりというようなこともあり、どういっ
た支援が必要か、という話をしたんですけれども、支援
を受けられるほうも何もかにも足らないみたいな雰囲気
のお話で、実際現金が１番ありがたいというようなお話
の中味でした。その方向での支援になるかもしれません
けれども、まずは今年度初めての事業ということで、虹
の会なるものを広く知ってもらうというようなところも
含めて、さらに模索していきたいと思っております。
　もう1つ、恒例となりつつあります市内の清掃ボラン
ティア活動を含めた早朝の変更例会を企画します。予定
では来年の５月23日に、清掃活動を含めた早朝例会を
企画いたしますので、朝早くからではございますが、ぜ
ひ皆さん、多数ご参加していただければと思います。
　社会奉仕としてはこの２つの事業をメインに動いてい
きたいと思いますけれども、会長からはロータリークラ
ブらしい新しい事業の提案も行なってというような話題
がありますので、委員会内部でも検討しながら、皆さん
からお知恵を拝借しながら進めていきたいと思いますの
で、その辺のご支援もよろしくお願いいたします。

佐藤　英一
（社会奉仕委員会）

　ニコニコボックス委員会委員長の
及川です。当委員会は角田副委員
長、千歳さん、小松公博さん、小林
廣之さん、勝部さん、合計６名での構成でございます。
私もロータリーに入ってまだ３年目という若輩者で委員
長という役職を仰せつかりまして、大変緊張しておりま
す。
　ニコニコにつきましては、今月の例会で既に多くの皆
さまからご協力をいただいているところでございまし
て、そちらがロータリーのいろんな奉仕活動の財源に回
るという極めて大事なものでございます。お声掛けをさ
せていただくこともあろうかと思いますけれども、その
時はご協力をいただければと思います。
　また、お手元、各テーブルに今ニコニコの用紙がそれ
ぞれ置いてあるかと思うのですが、皆さま、１度ちょっ
と用紙をお手に取って改めて見ていただきたいと思いま
す。毎回例会場にこの用紙は準備しておきますので、何
かございました時にこちらでお書きいただければそれで
結構なわけでございますが、もし事前に書いて来たいと
いう方がいらっしゃれば、ぜひ用紙をお持ち帰りいただ
いて事前に準備をしていただけると、スムーズに行くの
かなと考えております。
　ですので、今お手元に取っていただいたということ
で、皆さまぜひお持ち帰りいただいて例会の時に何か書
いて持ってきていただき、それでお気持ちを少しニコニ
コしていただけると非常に我々としてもありがたいとい
うことになりますので、ぜひご協力をいただければ幸い
でございます。
　一応FAXとかメールとかでのニコニコというのも受付
も昨年度から継続してやっているわけでございますが、
なかなかFAXやメールでニコニコするというのは難しい
と思います。ですので、ぜひその用紙で例会場にてニコ
ニコをいただければ幸いでございます。
　まだまだ不慣れな点もあって失礼も多々おかけするこ
とがあろうかと思いますが、１年間がんばりますので、
どうぞよろしくお願いいたします。

及川　善大
（ニコニコボックス委員会）

取った提案を行います。
　青少年委員会宇佐美委員長のもとでは、地区からの補
助を得て、家庭内において望ましい形で食事を取れない
子どもに対し食事を提供する「こども食堂」の立ち上げ
支援のほか、次世代を担う青少年を育成することを重要
な任務としております。
　また、このような奉仕活動の大きな財源となるのがニ
コニコボックスであります。こちら、及川委員長のも
と、皆さまの多大なご協力をよろしくお願い申し上げま
す。
　こちら、ロータリー活動の大きな意義である奉仕活
動を３つの委員会の連携のもと1年間推進してまいりま
す。よろしくお願いいたします。

　青少年委員会委員長を仰せつかり
ました宇佐美です。当委員会のほう
は、副委員長に高橋昌之さん、委員
に吉田昌弘さん、小山陽さん、川辺智之さんという5名
の委員会メンバーで構成されております。
　年間計画といたしましては、1つ目は、地区からの補
助金を得てこども食堂を立ち上げるという任務がござい
ます。これは会長・幹事のほうとご相談させていただき
ながらいろいろな面で貢献できるように活動してまいり
たいと思っております。

宇佐美　俊治
（青少年委員会）



本日出席（７／ 26）
会員総数 出席会員数

99名 65 名＋ズーム参加２名

　副委員長に佐藤信勝さん、委員に
佐藤茂雄さん、鈴木隆一さん、私を
含めて4名でございます。
　今年度の計画としまして、まずロータリー財団を知っ
てもらうということにあります。最近新しい会員の方々
も増えまして、「ロータリー財団、寄付って何に使って
るの？」なんて思ってる方も多いと思います。今回は
ファイヤーサイドミーティングとかでその辺の話ができ
ればな、なんていうことも計画しております。
　ロータリー財団の使命、資金の拠出、補助金により実
施されてきた事業を会員の皆さまに理解いただき、新型
コロナでまだまだ先が見えない中でございますが、寄付
を募ることを理解しております。今年度目標金額は、地
区大会、2800地区目標の年間1人あたり150ドル、会
員の皆さまには1人あたり100ドルの特別寄付をお願い
したいと思っております。
　それから7月から、グローバル補助金における需要と
供給のバランスをはかることを目的にした方針の１部変
更がされております。11月のロータリー財団月間にお
かれまして、卓話にてその辺のものを説明いただけるよ
うに地区のほうにお願いしていることでございます。
　現在控えている会食などの１部を寄付に回していただ
きたいというお願いして、お声を掛けたいと思います。
１年間どうぞよろしくお願いいたします。

原田　久雄
（ロータリー財団委員会）

　ロータリー財団・米山奨学会理事
の尾形でございます。１年間よろし
くお願い申し上げます。
　ロータリー財団の原田委員長、米山奨学会の芦野委
員長ともども、委員会の趣旨・目的を深く理解してい
らっしゃいます。東海林会長の要望・目標を必ず達成
できるものと確信をいたしておるところでございます。
　この世界の恵まれない人々の貧困の救済・支援等を
通じて世界平和を目的とするロータリー財団。日本で
学ぶ外国人留学生に奨学金を支給、支援。将来日本と
世界との懸け橋となって活躍する人々の人材の育成を
目指す米山奨学会。ともに世界に冠たる人道的支援団
体、民間団体であります。
　その精神的バックボーンというのが騎士道、あるい
は武士道精神、博愛、慈愛が根底にあるのではないか
なと思っております。「noblesse oblige（ノブレス・
オブリージュ）」身分ある者は高い義務を果たすべき
であるというのではないでしょうか。その原資は主に
ロータリアンの皆さま方の寄付金によるものでござい
ます。
　2021－22年度目標、ロータリー財団は1人150ド
ル。米山奨学会は1人15,000円が目標であります。山
形西ロータリークラブの皆さま方の温かいご支援をよ
ろしくお願いを申し上げます。

　委員会メンバーには、副委員長に
伊藤義彦先生、清野伸昭さん、本日
より入会していただきました後藤吉
伸さんの４名です。
　委員会活動としては、1年間を通して特別寄付の
10,000円をお願いしたいと思っております。それには
「米山は何か？」「なぜ寄付をするのか？」などの疑問
を解決し、３年以内の新入会員への勉強会を行い、寄付
の重要性を伝えたいと思っております。
　今年度は皆さまに分かりやすいように特別寄付の金額
を決めてまいりました。会長・幹事・理事・直前・エレ
クト・会長経験者は30,000円以上をお願いします。副
会長・副幹事・幹事経験者・会計は20,000円以上をお
願いします。委員長・副委員長は10,000円以上、会員
の方は10,000円ぴったりでよろしくお願いいたします。
　また、10月の米山強化月間では地区米山奨学学友委
員会より米山奨学生、カウンセラー、または委員長など
をお招きして卓話をお願いしたいと思っております。日
時は10月４日の例会になります。数多くの出席になり
ますよう、皆さまにお願いしたいと思っております。よ
ろしくお願いします。

尾形　　亨
（ロータリー財団・米山奨学会理事）

芦野　　茂
（米山奨学会委員会）

　活動の２番目といたしましては、引き続き山形大学若
手研修者支援について検討をするということで、会長の
ほうからこの２つを中心に活動するようにということで
ご指示をいただいております。
　このほかにも青少年といえばインターアクトやロー
ターアクトやＲＹＬＡとか、今まで青少年関係のことで
活動をしてきた件もたくさんあると思うのですけれど
も、そういうようなことも今後出てきましたら当委員会
のほうで活動してまいりたいと思っております。
　こども食堂の立ち上げということなので、もしかした
ら食材の提供とかそういうことも出てくるかもしれませ
ん。幸いなことに私や斎藤さんは魚屋でありますし、当
委員会の吉田さんは肉屋でございます。このローター
リークラブのの皆さま方の中には、お米屋さんやお菓子
屋さんやフルーツ缶詰屋さんとか、もういろいろおいし
いものを取り扱っている会社様がたくさんいらっしゃい
ますので、そういう面でご協力いただくかもしれません
ので、その時はどうぞご協力よろしくお願いしたいと思
います。
　皆さん１年間よろしくお願いいたします。




